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私は現在、博士課程に在籍し、技術開発のテーマに取り組んでいます。特にゲノム科学の技術

に強い関心があり、現在の研究に加えて、ユーザーと開発者の橋渡し役となるコアファシリテ

ィにも以前から興味を持っていました。しかし、これまでコアファシリティを見学したり、技

術者の方々と直接お話ししたりする機会はありませんでした。特に、コアファシリティは、実

験・解析・装置を極めた職人集団という少し近寄りがたいイメージがあり、個人で見学に行く

のは難しいと考えていました。そんな中、大学の Slack で今回の見学会を知り、参加を決めま

した。 

見学を通して、コアファシリティが理研の研究成果を強力に支えていることを実感しました。

今回見学したチームは主にゲノム科学関連の技術を扱っており、私自身も経験したことのある

実験が含まれていました。その分、実験室での湿度管理やサンプル・試薬の厳密な管理（例：

ロットごとの酵素の吸光度測定）、依頼者ごとのサンプル傾向に合わせたサンプル配置など、

正確な計測のための細やかな工夫をより深く理解できました。午前中のセッションで、技術者

の方が「どこの研究機関でも解析できなかったサンプルを持ち込まれたとき、自分が最後の砦

だと感じた」とお話されていたように、熟練した技術者の方が、計測時のバックグラウンドや

手技による差を少なく、サンプルの特性に合わせてパラメータ調整を行なって解析するからこ

そ得られるデータがたくさんあり、そのような貴重なデータが、科学研究を支えていると思い
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ました。私自身も研究を続けていく中で、技術的に困難な状況に直面することがあると思いま

すが、コアラボという頼れる砦があると思えるのはとても心強いなと思いました。 

また、お話を伺っていて、技術者の方々が当たり前のように行っている匠の技の中には、明文

化されていない暗黙知が多くあると思いました。これらの Tips は高品質なデータを出す上で

欠かせないものですが、学生やその道での経験が浅い研究者が、重要な Tips に触れる機会は

限られています。今後、コアファシリティの技術者の方々がこうしたノウハウを体系化し、共

有していただけたら、多くの研究者にとって助けになるのではないかと思いました。 

今回の見学会は、キャリアに関しても多くのことを学べました。午前中のセッションや午後の

見学を通じて、コアファシリティで働く方々の仕事内容や職場環境、研究者との連携の様子を

具体的に知ることができました。ティーブレイクの時間には技術者の方々と直接お話しし、技

術者の方がどのようなキャリア観を持ち、どのようなやりがいや難しさを感じながら働いてい

るのかがわかりました。参加前は職人気質の方が多く近寄りがたいのではと想像していました

が、実際には、ラボの垣根を越えて和気あいあいとした雰囲気で、ディスカッションや相談が

気軽にできる、穏やかな職場環境であることがわかりました。 

これまで私は、研究や技術が好きであれば研究者になるものだと漠然と考えていましたが、今

回の見学を通じて、一つの技術を徹底的に掘り下げ、研究の加速に貢献している技術者の方々

に強く感銘を受けました。将来のキャリアはまだ定まっていませんが、自分もまた、唯一無二

の専門性を築き上げ、それを通じて研究に欠かせない存在となるようなキャリアを目指したい

と感じました。 
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